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財政力指数の推移
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村税収入の内訳

村民税
42,595千円

47%固定資産税
35,850千円

40%

軽自動車税
6,812千円

8%

村たばこ税
5,389千円

6%

　令和５年度歳入決算は 44 億 5,757 万７千円で、前年度の 37 億 8,300 万９千円と
比較して６億 7,456 万８千円の増加となりました。
　歳入増額の主な要因は、地方債が７億 9,960 万円と前年度と比較して４億 2,450
万円（113％）増額したことによるものです。

　令和５年度歳出決算は 41 億 3,746 万３千円で前年度の 36 億 856 万１千円と比較
して５億 2,890 万２千円増加しました。
　歳出増額の主な要因は、貸付金が通常の奨学金に加え、３億 5,000 万円の地域総
合整備貸付金の実施により前年度と比較して３億 4,813 万６千円増加したことによ
るものです。前年度と比較すると、会計年度任用職員数の増加や物価高騰による影
響などにより、物件費や補助費などのその他諸経費が 21.7％増加し、扶助費などの
義務的経費が 14.5％増加しました。その他諸経費の増加の要因は地域総合整備貸付
金、地方創生臨時交付金事業、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業等に
よるものです。人件費や扶助費、公債費など毎年経常的に支出しなければならない
経費が増加することにより財政の弾力性が失われます。そのため、一層の行財政改
革に取り組み、堅実な財政運営に努めてまいります。

歳入は、地方債が増加

令
和
5
年
度
決
算
報
告

昨年の決算は、9千万円超の黒字！

　９月 26 日、大和村議会第３回定例会本会議において令和５年度決算が認定され
ました。大和村における令和５年度一般会計の歳入総額は、44 億 5,757 万７千円。
歳入から歳出を差し引いた額は、３億 2,011 万４千円。翌年度に繰り越すべき財源
を差し引いた実質収支は、9,257 万７千円の黒字となりました。

歳入総額 44 億 5,757 万 7千円

実質収入　9,257 万７千円

歳入総額の内訳

その他69,926千円　2%

依存財源

3,475,176千円

自主財源

982,401千円

繰越金174,447千円　4%

村税90,645千円　2%

諸収入80,705千円　2%

繰入金
544,155千円

12%
その他92,449千円　2%

地方交付税
1,829,807千円

41%

国庫支出金
498,163千円

11%

村債
799,600千円

18%

県支出金

歳出総額の内訳

６億7,456 万８千円の増加

地方債が前年度比113％

歳出は、貸付金が増加

歳出決算　41 億 3,746 万３千円

５億2,890 万２千円　前年より増加

277,680千円
6%

構成比ランキング
１位　地方交付税（41％）
２位　村債（18％）
３位　繰入金（12％）
４位　国庫支出金（11.1％）
５位　県支出金（6％）

扶助費
270,472千円

6%

公債費
355,585千円

9%

人件費
654,209千円

16%

普通建設事業費
798,517千円

19%

災害復旧事業費109,797千円
3%

物件費
506,921千円

12%
維持補修費
29,968千円

1%

補助費等
348,638千円

8%

積立金
463,549千円

11%

貸付金等
357,736千円

9%

投資的経費

908,314千円

その他諸経費

1,948,883千円

義務的経費

1,280,266千円

操出金　242,071千円
6%

性質別ランキング
１位　普通建設事業費（19％）
２位　物件費（12％）
３位　積立金（11％）
４位　貸付金（9％）
５位　公債費（9％）

地方公共団体の財政力を示す数値。
基準財政収入額を基準財政需要額で
除した数値。1.0 を下回ると地方交
付税交付金が支給される。
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福
山　

古
い
家
だ
と
、
家
が
傷
ん
で
い
た
り
、
シ
ロ
ア
リ
の

被
害
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。そ
う
い
う
家
は「
住
め
な
い
」「
貸

せ
な
い
」
と
思
い
込
ん
で
る
方
や
「
貸
す
の
が
申
し
訳
な
い
」

と
感
じ
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
空
き
家
活
用
の

現
状
を
ま
ず
は
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
N
P
O
あ
ま
み
空

き
家
ラ
ボ
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
空
き
家
の
活

用
方
法
の
一
つ
に
「
そ
の
ま
ま
で
貸
す
」
こ
と
も
あ
る
と
い

う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
で
す
。
講
演
後
に
は

「
だ
っ
た
ら
こ
の
家
も
貸
せ
る
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
い
っ
た
前

向
き
な
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

福
山　

名
音
小
学
校
の
生
徒
は
現
在
15
名
。
あ
と
5
年
後
に

は
5
名
程
度
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
子
高

齢
化
が
進
む
な
か
で
、
子
育
て
世
帯
が
住
ん
で
く
れ
た
ら
、

集
落
の
元
気
も
維
持
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
実
際
、
名
音
集
落
に
住
み
た
い
、
住
め
る
家
が
な
い
か

山
川　

そ
れ
は
人
で
す
！

　

離
島
へ
の
移
住
を
考
え
て
い
た
際
に
、
奄
美
大
島
に
旅
行

に
行
っ
た
母
か
ら
、
奄
美
が
よ
か
っ
た
よ
と
い
う
話
を
聞
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
奄
美
に
行
っ
て
み
た
ら
私
も
気
に
入
っ

て
。
そ
こ
か
ら
役
場
に
相
談
し
た
ら
、
名
音
の
集
落
歩
き
を

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
福
山
さ
ん
た
ち
と

繋
が
り
が
生
ま
れ
、
八
月
踊
り
の
練
習
に
参
加
さ
せ
て
も
ら

っ
た
り
す
る
う
ち
に
、
名
音
に
住
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

  

Q　

取
組
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

  

Q　

空
き
家
対
策
部
会
を
立
ち
上
げ
た
理
由
は
？

山
川　

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
楽
し
い
で
す
！ 

子
ど
も
達
も
の
び

の
び
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。
夏
は
舟
漕
ぎ
や
虫
獲
り
、
タ
ナ

ガ
獲
り
に
夢
中
で
し
た
。
小
学
一
年
生
の
息
子
は
名
音
が
好

き
す
ぎ
て
作
文
を
書
い
た
ほ
ど
！ 

4
年
生
の
娘
も
学
校
が

楽
し
い
よ
う
で
、移
住
で
き
て
よ
か
っ
た
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。 

　

母
は
、
支
え
あ
い
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
参
加
し
て
、
パ
パ

イ
ヤ
漬
け
の
作
り
方
を
習
っ
た
り
、
集
落
の
方
と
の
交
流
も

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

山
川　

3
年
く
ら
い
か
か
り
ま
し
た
。
移
住
し
よ
う
と
決
め

て
か
ら
は
家
の
情
報
を
得
る
た
め
と
島
の
季
節
ご
と
の
暮
ら

し
を
体
感
す
る
た
め
に
年
に
２
、３
回
大
和
村
を
訪
問
を
し

ま
し
た
。
移
住
体
験
ツ
ア
ー
な
ど
に
参
加
し
た
り
も
し
ま
し

た
。
そ
う
す
る
う
ち
に
、
集
落
の
人
と
も
面
識
が
で
き
て
、

空
き
家
を
貸
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
、
母
と
子
３
人
の

計
５
人
で
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

福
山　

八
月
踊
り
練
習
に
も
楽
し
そ
う
に
参
加
し
て
く
れ

て
、
こ
ん
な
家
族
に
住
ん
で
も
ら
え
た
ら
集
落
と
し
て
も
う

れ
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

山
川　

タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
な
い
こ
と
で
す
ね
。
子
ど
も
が

い
る
の
で
、
夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
み
に
引
っ
越
し
た
い
の

で
す
が
、
公
営
住
宅
は
そ
の
時
期
に
募
集
が
あ
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
な
の
で
、
公
営
住
宅
以
外
の
選
択
肢
が
増
え
る
と

い
い
な
と
思
い
ま
す
。　

　皆さんは、自分の暮らす集落が
どのような姿で

あってほしいと思いますか？

　目指す集落像について
考えてみませんか。

福
山　

認
可
地
縁
団
体
と
な
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま

す
。
自
治
会
が
法
人
格
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
集
落

で
家
や
土
地
を
管
理
で
き
た
ら
と
。
名
音
小
学
校
存
続
の
た

め
に
も
親
子
移
住
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
た
い
で
す
。

　

財
源
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
か
な
ど
課
題
も
あ
り
ま
す

が
、
集
落
に
住
む
人
が
、
こ
の
問
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え

て
も
ら
い
前
向
き
に
取
り
組
み
を
進
め
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま

す
。
集
落
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
い
意
向
を
聞
き
な
が
ら
、
目

指
す
集
落
像
に
近
づ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で

す
。

～空き家に明かりを灯したい～
奄美空き家ラボ講演会

空き家サブリースとは？
　NPO あまみ空き家ラボが、空き家

の所有者から家を借り、空き家ラボが

大家となって入居者へ貸すという又貸

し形式をいいます。村内では、大金久、

戸円、名音で各一戸が NPO 法人あま

み空き家ラボを通じて活用されていま

す。物件はまだまだ募集中です。ご興

味のある方は、下記へご相談ください。
　10 月 12 日、名音生活館であまみ空

き家ラボの理事長の佐藤理江氏と大島

地区マネージャーの森まゆみ氏を講師

に招き講演が開催されました。集落の

住民を中心に約 20 名が参加。

　

集
落
に
空
き
家
が
増
え
る
、
住
民
も
減
っ
て
い
く
一
方
…

こ
の
ま
ま
で
は
、
集
落
か
ら
子
ど
も
の
声
が
消
え
て
、
学
校

も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
伝
統
芸
能
の
継
承
や
集
落
行
事
の

運
営
も
で
き
な
く
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
―
―
―

　

こ
れ
は
、
ど
の
集
落
も
抱
え
る
共
通
の
悩
み
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
う
い
っ
た
問
題
に
真
っ
向
か
ら
立
ち
向
か
う

べ
く
歩
み
を
進
め
た
集
落
が
あ
り
ま
す
。

　

名
音
集
落
で
は
、
こ
の
8
月
に
区
長
を
中
心
と
し
て
、「
空

き
家
対
策
部
会
」
を
設
立
。
集
落
委
員
会
の
承
認
を
得
て
設

立
さ
れ
て
以
来
、
集
落
内
の
空
き
家
を
調
査
し
、
利
活
用
方

法
、
移
住
者
受
け
入
れ
に
つ
い
て
方
策
を
探
っ
て
い
ま
す
。

代
表
の
福
山
良
平
さ
ん
、
移
住
者
の
山
川
舞
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

名
音
集
落
の
取
組

わ
き
ゃ
シ
マ
の
未
来
へ

一
歩
前
進

  

Q　

山
川
さ
ん
は
家
族
で
今
年
の
3
月
か
ら
移
住

　
　

  

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
し
て
名
音
に
？

  

Q　

ど
ん
な
印
象
で
し
た
か
？

  

Q　

移
住
が
決
ま
る
ま
で
ど
の
く
ら
い
か
か
っ
た
？

  

Q　

移
住
後
の
生
活
は
？

  

Q　

家
探
し
で
苦
労
し
た
こ
と
は
？

  

Q　

今
後
の
取
組
は
？

　

こ
れ
ま
で
の
暮
ら
し
と
違
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
分
か
ら
な

い
こ
と
は
何
で
も
集
落
の
方
に
聞
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
優

し
く
教
え
て
く
れ
る
の
で
あ
り
が
た
い
で
す
。

と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
年
間
5
～
10
組
程
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
空
き
家
は
あ
っ
て
も
、
住
め
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
り
、

貸
し
て
く
れ
な
い
こ
と
も
多
い
ん
で
す
。
も
し
、
そ
う
い
っ

た
家
を
貸
し
て
も
ら
え
た
ら
、
集
落
の
住
民
が
増
え
て
行
く

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

人
に
住
ん
で
も
ら
う
に
は
、
ま
ず
は
家
の
確
保
、
と
い
う

こ
と
で
、
集
落
の

空
き
家
を
調
査
し

た
り
、
活
用
方
法

を
探
っ
た
り
す
る

「
空
き
家
作
業
部

会
」
を
設
立
し
ま

し
た
。
メ
ン
バ
ー

は
4
名
で
す
。

「あまみ空き家ラボ」と集落の空き
家を確認する作業部会のメンバー

集落の空き家地図を作成。誰でも
見れるよう生活館に貼っている。

または
大和村企画観光課まで
電話 0997-57-2117

サブリースについてのお問合せ
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シマ
豊年祭にハブ隊登場！

　10 月 6 日、クガツクンチ豊年祭が、国直集
落、湯湾釜集落、思勝集落、名音集落で行わ
れました。9 月 15 日に予定されていた十五夜
豊年祭は、台風の影響で中止されましたが、
この日は天気に恵まれ、晴れやかに集落の安
全祈願、五穀豊穣を行うことができました。
　恒例の奉納相撲や応援相撲に、ほら貝や太
鼓の音色が響き会場は活気にあふれていまし
た。豊年祭と敬老会を兼ねる集落では、この
ほかに婦人会による余興も行われます。思勝
集落では、市田 達代さん（65 歳）率いるハ
ブ隊が登場。市田さんは、これまで 35 年間
余興の内容や振り付けを考えてきたそうで、
今年は婦人会卒業の年を迎えられます。「お祝
いの席なので、参加者を喜ばせたいという気
持ちでやってきた。最後となる今年は、一際
達成感を感じた。」と長年の余興人生を振り返
りました。

歯の健康を目指して
　10 月 29 日、保育所で歯科衛生士による歯
科教室が実施されました。子どもの頃からの
毎日の歯磨き習慣を身に着けることが大事と
のお話がありました。
　また、80 歳以上の方で 20 本以上歯を保っ
ている 8020 達成者は、今年は、川畑 和代さ
ん（83 歳、25 本）と重宗 勇子さん（81 歳・
28 本）の 2 名でした。敬老年金支給の日に、
村長より県歯科医師会及び郡歯科医師会の表
彰状と記念品が贈呈されています。

赤ちゃん たくさん！
　９月 30 日、出産祝い金交付式を開催しま
した。７月～８月に生まれた赤ちゃんが対象
で、その数なんと 6 名！ 近年稀にみる人数で、
交付式も賑やかに行われました。大和村では、
第１子に 20 万円、第 2 子に 30 万円、第 3 子
以降に 50 万円を交付しています。
　村長から「祝い金を役に立てて、家族で協
力して子育てを行ってほしい。」と激励の言葉
が贈られました。第 2 子の誕生で交付を受け
た元田 豊春さんは、「子どもの笑顔のために
大切に使いたい」と語りました。
　交付を受けた赤ちゃんは以下のとおりで
す。おめでとうございます。健やかなご成長
をお祈りいたします。

坂本 瑠
る り

璃さん（大棚）、平 想
そ う ま

真さん（名音）、

菊地 空
そらまる

丸さん（大棚）、元田 花
か え

笑さん（湯湾釜）、

福永 大
だいぜん

然さん（大和浜）、福長 新
あ ら た

大さん（思勝）

９月 10 日、大和中学校で東京農工大学の教
授等による特別授業が行われました。きっか
けは、大和村と東京農工大学との間で結んだ
包括連携協定。大学での研究成果等を地域に
還元することが目的で、中学生への授業が実
現しました。農工大からは３名の教授が来校
し講話がありました。教授らからは、興味あ
ることに出会うチャンスを大事にしてほしい
というメッセージもありました。進路につい
て考える中学生にとって、大学の教授からの
メッセージは印象に残るものになりました。

夢につながる特別授業
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シマ

英語に触れてみよう
　10 月８日、大和保育所と大棚保育所で第１
回目となる英語教室が開催されました。幼少
時から英語に親しむ機会を持ってほしいと、
大和村が今年度から始めた取組で月に１度開
催しています。イギリス出身で奄美市在住の
ムーン・リチャード先生に来ていただき、英
語の歌を歌ったり、体操をしたりと体を動か
しながら英語に触れることができました。保
護者からは「家でも、保育所で聞いた英語を
楽しそうに話していました。」と嬉しいお声を
いただいています。

展示と実験に夢中！
　10 月 17 日から 4 日間、県立博物館の移動
博物館事業「博物館がやってきた in 奄美大島」
が行われました。開会式では大和村の小中学
生も参加しテープカットが行われました。
　奄美大島の自然を扱ったパネルや動物のは
く製などの展示や、実際に触れることができ
る化石や鉱物も展示されていました。
　生きたヘビを手で触ったり首にかけたりで
きるコーナーは、非常に人気があり長い列が
できていました。
　また、液体窒素を使った実験コーナーでは、
マイナス 196 度で冷やされた花やボールが
粉々になる様子に驚き、大きな歓声が上がっ
ていました。
　村内外から多くの方が足を運び、貴重な展
示物の見学や実験、工作を通して、地域の自
然や科学の楽しさを感じるイベントとなりま
した。

おさかな祭 大盛況
　10 月 20 日、奄美漁協大和支所にて、まほ
ろばやまと漁業集落（代表 元山 栄作）主催の
第３回おさかな祭りが開催されました。魚食
普及を推進し、水産業の振興と地域経済の活
性化を目的として開催されています。
　当日は鮮魚やエビ汁の販売もあり、約 300
名が訪れ大盛況となりました。子ども達の魚
つかみ取り体験では、特設プールに魚（アカ
ウルメなど）を放流。子ども達は夢中で魚を
追いかけ、歓声をあげていました。

公民館の設備充実
　令和６年度コミュニティ助成事業を活用
し、国直集落と大棚集落が備品を設置しまし
た。コミュニティ事業とは、宝くじの社会貢
献広報事業として実施するもので、集会施設
の整備等に対して助成を行い、地域のコミュ
ニティ活動の充実や安全な地域づくりのため
に貢献し、住民福祉の向上に寄与するもので
す。
　国直公民館では、空調設備と音響設備など
を設置。夏場や災害時の避難所として利用す
る際に、より安心して利用することができる
ようになりました。また集会の際にもカラオ
ケなどの活動の活性化が期待されます。
　大棚集落は、冷蔵庫やチヂンなどを配備。
八月踊りを継承するための保存会活動におい
て、十分な新たな担い手育成や、観光客にも
体験してもらうことができます。
　どちらの集落も集会で公民館をより快適に
利用することができ、今後の地域活性化に期
待できます。

毎月最終土曜日11:20~11:30（再放送は翌水曜日の 7:15~）
奄美では JCBAインターネットサイマルラジオで聞くことができます。

「大和村の教えてシマッチュ!」
神奈川県大和市のFM YAMATO

あまみ FMディ !ウェイブ 月 ~土曜日　9:00/14:30

広報やまとラジオ便
  リッスントゥーミーひらとみ

放送中
77.7MHz

感想・ご意見お待ちしています !

動画公開中 !
YouTube で

集落巡回バス

きびきび号 運行中 !
月・水・金の週3回 号号

きび
   き

び

きび
   き

び
※運行日が祝祭日の場合、運休となります。

路線図・時刻表
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　今年 8 月に、戸円に一棟貸しの宿泊施設が
できました。オーナーは今里在住の森口さん。
NPO 法人あまみ空き家ラボを通して古民家を
サブリースし、自ら改修されました。名前は、
戸円の茜色の夕日が美しいことから、「奄美
大
や ま と し ゅ く

和宿～茜
あかね

～」と命名。欧米を中心とした海
外のお客さんが多く、奄美的な和風の建物が
好評を得ているそうです。

　また、昨年名音にオープンしたカンムラ染
色さんは、テーチ木や藍、福木の染め物体験
を行っています。雨の日でもできるアクティ
ビティとあって観光客にも人気です。最近は、
県内外のイベントへの参加や、アパレルメー
カーとコラボを行うなど活躍されています。

　大和村に新しい観光事業が増えるのは嬉し
いことですね。ますます賑わっていくことを
期待しています。

ミカンコミバエの防除にご協力ください

皆様へのお願い

１．食べる予定のないカンキツ、カキ、バンジロウなどの果実は熟す前
（未熟果）に摘み取り、廃棄してください。

２．摘み取った果実や落下した果実などは、ビニール袋に入れて密封し、
お住まいの地域のゴミ出しルールに従って処理してください。

門司植物防疫所名瀬支所 ０９９７－５２－０４５９

大和村役場 産業振興課 ０９９７－５７－２１５３

【問合せ先】カンキツなどに幼虫が寄生していた場合やチラシの内容について

鹿児島県大島支庁農政普及課特殊病害虫係 ０９９７－５２－０２９９

ミカンコミバエは、熟したカンキツ、カキ、
バンジロウなどの果実に好んで卵を産み付け、
幼虫が果実の中を食い荒らします。
ミカンコミバエを大発生させないためには、
カンキツなどに産卵させないことが重要です。

ミカンコミバエ成虫（出典：植防 ）
（体長約 ）

キンカン タンカン キミノバンジロウ

日
本
一
ゆ
っ
く
り
で
き
る

　
　

ロ
ン
グ
ス
テ
イ
の
村
を
め
ざ
し
て

大
和
村
集
落
ま
る
ご
と
体
験
協
議
会
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

　ヒト・メタニューモウィルス（以下、ヒトメタ）
がよく聞かれるようになりましたね。コロナ以
来、ウィルスの名前に敏感になっている方が多
い印象ですが、ヒトメタは重症化することは少
ない風邪ですのでご安心ください。
　ヒトメタ感染症は 3 ～ 6 月頃に多い急性呼吸
器感染症のウィルスで、小児の呼吸器感染症の
5 ～ 10％を占めると考えられています。一度感
染しても免疫がつかないので、何度でも感染し
ます。感染経路は、患者のつばや咳のしぶきに
よる飛沫感染と、手や指を介した接触感染です。
　感染するとウィルスは 4 ～ 6 日間くらいの間

潜伏し、発症すると発熱、咳、鼻水をともなう
一般的な風邪症状のような状態になります。重
症化すると気管支炎や肺炎、喘息に似た発作や、
呼吸困難を引き起こすこともあります。
　治療については効果のある薬はなく、多くの
場合は症状を抑える対症療法が主になります。
予防は手洗い、マスクが大切になりますが、乳
幼児は難しいですね。

  大和診療所だより
Vol. 50

文 / 小川 信

新しい宿と体験のご紹介

ヒト・メタニューモウィルスについて

文 / 三田もも子

文献 :
一般社団法人加古川医師会 : https://www.kakogawa.hyogo.med.or.jp/memo/item7190
国立感染症研究所 : https://www.niid.go.jp/niid/ja/route/respiratory/1750-idsc/iasr-in/11428-510d01.html

キッチンが見えるダイニングルーム。
大きなリバーテーブルが素敵です。

名音小学校のグランドの後ろに工房があ
ります。島民の来島も多いです。
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●
保
健
福
祉
課
よ
り

【
12
月
2
日
か
ら
現
行
の
健
康
保
険

証
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
】

保
健
福
祉
課

電
話 

0
9
9
7
‐
5
7
‐
2
2
1
8

住
民
税
務
課

電
話　

０
９
９
７
‐
５
７
‐
２
１
２
７

　

健
康
保
険
証
は
12
月
2
日
か
ら
新
規
発
行

さ
れ
な
く
な
る
な
ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
基
本
と
す
る
仕
組
み
へ
移
行
さ
れ
ま

す
。
な
く
し
た
場
合
な
ど
に
よ
る
再
発
行
も

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□
現
行
の
健
康
保
険
証
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
の
健
康

保
険
証
は
、
表
面
に
有
効
期
限
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
期
限
日
ま
で
通
常
ど
お
り

利
用
で
き
ま
す
。

□
12
月
2
日
以
降
は
「
資
格
確
認
書
」
で
も
、

こ
れ
ま
で
通
り
医
療
に
か
か
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

□
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
、
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
が
、
健
康
保
険
証

の
連
携
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
現
行
の
健

康
保
険
証
が
有
効
期
限
を
迎
え
る
前
に
、
申

請
に
よ
ら
ず
、
資
格
確
認
証
を
交
付
予
定
で

す
。

□
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て

病
院
や
診
療
所
、
薬
局
に
設
置
さ
れ
て
い
る

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
【
顔
認
証
】
や
【
暗
証

番
号
】
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証

利
用
登
録
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
役
場
で
も

【
暗
証
番
号
】
に
て
登
録
が
可
能
で
す
。

　

登
録
に
あ
た
っ
て
、
次
の
場
合
に
は
役
場

で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。　

□
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
の
有

効
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
場
合

□
【
暗
証
番
号
】
の
再
設
定
を
す
る
場
合

※
手
続
完
了
に
は
１
日
程
度
か
か
り
ま
す
。

　

世
界
規
模
で
地
球
温
暖
化
等
の
環
境
問
題

等
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
農
林
水
産
省

で
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

2
0
5
0
年
を
目
標
に
取
組
方
針
を
掲
げ

た
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
策

定
し
、
環
境
負
荷
低
減
の
取
組
を
本
格
的
に

推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
の
一
環
と
し

て
、
令
和
6
年
度
か
ら
、
農
林
水
産
業
に
関

係
す
る
事
業
者
の
皆
様
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
、「
環
境
負
荷
低
減
の
ク
ロ
ス
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
（
み
ど
り
チ
ェ
ッ
ク
）」
を
導

入
し
ま
し
た
。
未
来
の
子
供
た
ち
に
、
食
料

が
安
定
的
に
供
給
さ
れ
る
よ
り
良
い
環
境
を

残
せ
る
よ
う
、
環
境
負
荷
低
減
の
取
組
に
つ

い
て
、
皆
様
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

□
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
の

期
限
が
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？　

　

平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
始
め
て
か
ら
８
年

が
経
ち
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
が
切
れ
て
い
ま
せ

ん
か
？ 

電
子
証
明
書
の
期
限
は
カ
ー
ド
発
行

の
日
か
ら
５
回
目
の
誕
生
日
ま
で
で
す
。

□
電
子
証
明
書
の
暗
証
番
号
（
４
桁
）
を
忘

れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
ご
利
用
の
際
は
、
顔
認

証
や
暗
証
番
号
を
使
用
し
ま
す
が
、
電
子
証

明
書
の
期
限
が
切
れ
て
い
る
と
、
ご
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
３
月
よ
り
開
始
予
定
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
も
暗
証
番
号
を
使
用
し
ま

す
が
、
期
限
が
切
れ
て
い
る
と
ご
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
の

期
限
が
切
れ
て
い
る
か
も
と
思
わ
れ
た
方
、

暗
証
番
号
（
４
桁
）
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
方

は
、
役
場
住
民
税
務
課
で
更
新
・
発
行
が
で

き
ま
す
。

【
不
妊
治
療
費
等
助
成
制
度
】

 

大
和
村
で
は
、
不
妊
に
悩
む
ご
夫
婦
の
精

神
的
負
担
と
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
不
妊
・
不
育
治
療
費
と
特
定
不
妊
治
療

の
た
め
の
通
院
に
要
す
る
交
通
費
・
宿
泊
費

を
助
成
し
ま
す
。

□
対
象
者

・
大
和
村
に
３
か
月
以
上
在
住
し
、
婚
姻
ま

た
は
事
実
婚
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
夫

婦・
医
師
に
よ
る
不
妊
・
不
育
治
療
を
行
っ
て

い
る
方

・
治
療
対
象
の
女
性
が
治
療
開
始
時
に
43
歳

未
満
の
方

・
納
付
す
べ
き
債
務
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

※
特
定
不
妊
治
療
：
対
外
受
精
・
顕
微
受
精
・

凍
結
胚
移
植
・
採
卵
し
た
が
卵
が
得
ら
れ
な

い
等
の
た
め
中
止
し
た
も
の

※
男
性
不
妊
治
療
：
精
巣
内
精
子
生
検
採
取

法
・
精
巣
上
体
内
精
子
吸
引
法
・
そ
の
他
精

子
を
精
巣
又
は
精
巣
上
体
か
ら
採
取
す
る
た

め
の
手
術
等

※
一
般
不
妊
治
療
：
人
工
受
精
・
タ
イ
ミ
ン

グ
療
法
・
排
卵
誘
発
法

※
入
院
費
や
食
事
代
等
治
療
と
直
接
関
係
し

な
い
費
用
は
助
成
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

先
進
医
療
不
妊
治
療
費
の
助
成
に
つ
い
て

は
、
名
瀬
保
健
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

電
話
0
9
9
7
‐
５
２
‐
5
4
1
1

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係

【
電
子
証
明
、
暗
証
番
号
に
つ
い
て
】

助成項目 助成内容

治療費

特定不妊治療
男性不妊治療 治療費の２分の１（１年度で 20 万を上限）

一般不妊治療
不育治療 治療費の２分の１（１年度で 10 万を上限）

旅費※

交通費
（９往復まで） 離島割引と実際に要した運賃のうち少ない額

宿泊費
（15 泊まで）

実際に要した助成対象となる宿泊費の額
（１泊上限 5,000 円）

※旅費につては、特定不妊治療及び先進医療不妊治療費助成事業にかかったもの。
夫婦ともに治療を受けた場合は夫婦の往復の合算分。

詳
し
く
は
、
H
P
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

□
問
合
せ
先

保
健
福
祉
課

電
話　

０
９
９
７
‐
５
７
‐
２
２
１
８

【
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
】

●
農
林
水
産
省
よ
り

農林水産省
九州農政局鹿児島県拠点
代表 TEL：099-222-5840

＜クロスコンプライアンスについての問合せ先＞

　

令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら
、
障
害
者
差
別

解
消
法
の
改
正
に
伴
い
、
事
業
者
に
よ
る
障

害
の
あ
る
方
へ
の
「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」

が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
互
い
に
そ

の
人
ら
し
さ
を
認
め
合
い
な
が
ら
共
に
生
き

る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
事
業
者
の
皆
さ
ま

も
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
で
き
る
か
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
障
害
者
へ
の
具
体
的
な
配
慮
に
つ
い
て

は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

鹿
児
島
県
く
ら
し
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課

電
話 

0
9
9
‐
2
8
6
‐
2
9
5
3

鹿
児
島
県
障
害
者
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー　
　

電
話 

0
9
9
‐
2
8
6
‐
5
1
1
0

M
ail

：k-anshin1@
pref.kagoshim

a.lg.jp

【
障
害
の
あ
る
方
へ
の

　
　
　

合
理
的
配
慮
の
提
供
を
！
】

●
鹿
児
島
県
よ
り

「合理的配慮」の具体例
【障害のある人からの申出】

難聴のため筆談によるコミュニケーシ
ョンを希望したが、弱視でもあるため
細いペンや小さな文字では読みづらい。

【申出への対応（合理的配慮の提供）】
太いペンで大きな文字を書いて筆談を
行った。 ＜県 HP ＞

1128_鹿児島県_大和村広報誌_相談会h60w180_4c

集団予防接種によりB型肝炎ウイルスに持続感染された方へ 一人で悩まずに無料個別相談会をご利用ください

弁護士 饗庭亨一「あいば こういち」東京弁護士会所属 登録番号35029
□TEL 03-5363-6333

□https://precious-law.jp/
□E-mail:info@precious-law.jp

□FAX 03-5363-6334  

東京都新宿区四谷4-3 福屋ビル6-A  【営業時間】 平日 9：00～18：00

日
程
・
会
場

中多目的室 奄美市名瀬柳町２番１号2/8 (土)

2/9 (日)

2/10 (月)

アマホームPLAZA 奄美市市民
交流センター

小多目的室 奄美市名瀬柳町２番１号

アマホームPLAZA 奄美市市民
交流センター

研修室 大島郡徳之島町亀津２９１８

徳之島町生涯学習センター

【有料広告掲載】

【有料広告掲載】
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こせきの窓

人口 1383 人（△  36）
男 711 人 （△    6）
女 672 人 （△  28）
世帯 831 世帯 （△  21）

　10 月 31 日現在
（前年同月比）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

清
原 
正
和
様
（
82
歳
・
湯
湾
釜
）

仁
村 
直
子 

様
（
88
歳
・
大
和
浜
）

永
田 

一
夫 
様
（
88
歳
・
大
和
浜
）

奥 

カ
ネ
コ 
様
（
83
歳
・
大
棚
）

香
典
返
し（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

奥 

博
章 

様
（
故 

奥 

カ
ネ
コ 
様
）

永
田 

ミ
チ
エ  

様
（
故 

永
田 
一
夫 
様
）

ふ
る
さ
と
納
税

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

水
戸
野 

海
里 

様
（
東
京
都
）

木
内 

志
朗 

様
（
東
京
都
）

柴
田 

等 

様
（
大
阪
府
）

山
田 

邦
彦 

様
（
東
京
都
）

大
堀 

純
一 

様
（
東
京
都
）

平
井 

明
成 

様
（
京
都
府
）

久
葉 

誠
司 

様
（
東
京
都
）

元
野 

雅
兆 

様
（
神
奈
川
県
）

田
川 

ほ
ぞ
え 

様
（
神
奈
川
県
）

有
田 

初
男 

様
（
沖
縄
県
）

山
下 

潔 

様
（
北
海
道
）

鮫
島 

光
曜 

様
（
神
奈
川
県
）

井
上 

渉 

様
（
東
京
都
）

藏
滿 

司
夢 

様
（
茨
城
県
）

宮
脇 

徹 

様
（
宮
崎
県
）

福
山 

成
美 

様
（
埼
玉
県
）

池
田 

千
鶴
子 

様
（
兵
庫
県
）

森 

恵
美 

様
（
神
奈
川
県
）

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い

　
　
　
寄
附
者
様 

115
名

広
報
誌
送
付
謝
礼

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

元 

善
二 

様
（
東
京
都)

ロードキル
ストップ

　　97件
アマミノクロウサギ事故件数

クロウサギ

横断中

2024 年 11 月 1 日現在

不明・その他　48件

ケガをしているアマミノクロウサギや
死体を見つけたらお電話ください !

　　奄美野生生物保護センター
電話　0997-55-8620

名音から今里の県道と
フォレストポリス周辺の村道で多発中！

父  直大さん　

母  彩さん（思勝）

保護者からのコメント

「１歳おめでとう！！ これからも元気

いっぱい大きくなってね！！ 

けど、食べ過ぎには注意！ 笑」

さん福
ふくなが

長 蒼
そ う た

大

Children are Precious

  H
ap

py 1st Birthday  1
さ

い 
おめでと

う

1 さい おめでとう

Happy 1st Birthday

1
歳
お
め
で
と
う

父  貴司さん　

母  直枝さん（今里）

保護者からのコメント

「毎日元気いっぱい！ すくすく元気に

育ってね。」

森
もりぐち

口 美
み ゆ

結 大和村長のフォトダイアリー
　10 月下旬から 11 月６日まで村内小学校・

中学校を訪問させて頂き、児童・生徒の皆

さんとの学校給食で交流をいたしました。

それぞれの学校で、子どもたちから率直な

意見も聞きながら、楽しい時間を過ごすこ

とができました。

　今年も運動会や体育祭・文化祭など子ど

もたちの成長を見させていただくなか、日

頃からの先生方の指導に対しましても感謝

するところであります。成長期を向かえる子どもたちにとっては、何事にもチャン

スを与えることや課題解決のための機会を作ってあげることも大事であると思いま

す。そのことを念頭に置きながら学校での取組が進められていることを感じたとこ

ろであります。私たちの時代とは、社会情勢が変わってきたとは言え、自分自身で

主体的に取り組んで行く姿勢は変わってないと思います。明日の大和村を担う子ど

もたちの更なる成長と活躍を願っております。

写真と共に村長の活動を報告いたします。
さん

年に１度の一斉調査

年農林業センサス（令和７年２月１日現在）を実施します。

調査期間
令和６年 月中旬～ 令和７年 月末 農林業経営体調査
令和７年 月中旬 ～ 令和７年 月末 農山村地域調査（市区町村調査）
令和７年 月上旬～ 令和７年 月末 農山村地域調査（農業集落調査）

円滑な調査の実施に向けて、ご協力をお願いいたします。
また、調査票はオンラインによる回答も可能です。

年に１度の一斉調査

年農林業センサス（令和７年２月１日現在）を実施します。

調査期間
令和６年 月中旬 ～ 令和７年 ２月末 農林業経営体調査
令和７年 月中旬 ～ 令和７年 月末 農山村地域調査（市区町村調査）
令和７年 月上旬 ～ 令和７年 月末 農山村地域調査（農業集落調査）

円滑な調査の実施に向けて、ご協力をお願いいたします。
また、調査票はオンラインによる回答も可能です。

農林業センサスに関するお問合せ先は
連絡先：農林水産省 大臣官房統計部 経営・構造統計課センサス統計室

農林業センサス統計第１、２班
電 話 （農林業経営体調査について）

（農山村地域調査について）

年に１度の一斉調査

年農林業センサス（令和７年２月１日現在）を実施します。

調査期間

令和６年 月中旬 ～ 令和７年 月末 農林業経営体調査

令和７年 月中旬 ～ 令和７年 月末 農山村地域調査（市区町村調査）

令和７年 月上旬 ～ 令和７年 月末 農山村地域調査（農業集落調査）

円滑な調査の実施に向けて、ご協力をお願いいたします。

また、調査票はオンラインによる回答も可能です。

年に１度の一斉調査

年農林業センサス（令和７年２月１日現在）を実施します。

調査期間

令和６年 月中旬～ 令和７年 ２月末 農林業経営体調査

令和７年 月中旬～ 令和７年 月末 農山村地域調査（市区町村調査）

令和７年 月上旬～ 令和７年 月末 農山村地域調査（農業集落調査）

円滑な調査の実施に向けて、ご協力をお願いいたします。

また、調査票はオンラインによる回答も可能です。

年農林業センサス（令和７年２月１日現在）を下記の期間に実施します。
令和６年 月中旬～ 令和７年 ２月末 農林業経営体調査
令和７年 月中旬 ～ 令和７年 月末 農山村地域調査（市区町村調査）
令和７年 月上旬～ 令和７年 月末 農山村地域調査（農業集落調査）

農林業センサス

農林業センサス

農林業センサス

農林業センサス

別紙２ １（参考）
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発行・編集 大和村役場企画観光課 
〒 894-3192 鹿児島県大島郡大和村大和浜 100 番地
TEL 0997-57-2117　FAX 0997-57-2161
mail :k ikaku@vil l .yamato. lg. jp
http://www.vi l l .yamato. lg. jp

←バーコード読み取り機能付き携帯電話をご利用
の方はここから大和村ホームページへ簡単にアク
セスできます。それ以外の方は直接 URL を入力し
てアクセスしてください。

（http://www.vill.yamato.lg.jp）

12
月
27
日 

金
曜
日

思
勝
港
湾
に
て

午
前
8
時
か
ら
販
売
開
始

ひ
ら
と
み
朝
市

農林水産物、正月用品などを
販売します！

ひ
ら
と
み
朝
市

大人気！
正月飾り

農林産物 海産物

福元だいこん
第31回

※大和村プレミアム付商品券は、勝山水産で使用できます。

大
和
村
直
行
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

１
月
1
日
～
３
日
ま
で
は
土
日
祝
日
ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま
す
。

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

ゴ
ミ
回
収
に
つ
い
て

　
12
月
28
日
（
土
）
全
集
落
　
燃
え
な
い
粗
大
ゴ
ミ

　
12
月
29
日
（
日
）
国
直
～
大
和
浜
　
燃
え
る
ゴ
ミ

　
12
月
30
日
（
月
）
大
棚
～
今
里
　
燃
え
る
ゴ
ミ

　
12
月
31
日
（
火
）
～
1
月
３
日
（
金
）　
休
業

　
1
月
4
日
（
土
）
か
ら
　
通
常
回
収

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

キ
ビ
キ
ビ
号
の
運
行
に
つ
い
て

　
年
末
は
12
月
27
日
（
金
）
ま
で
運
行
し
ま
す
。

　
年
始
は
、
1
月
６
日
（
月
）
か
ら
運
行
し
ま
す
。

名
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
12
月
28
日
～
30
日
ま
で
は
搬

入
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
が
、
一
律
粗
大
ご
み
料
金
と
な
り

ま
す
。
12
月
31
日
～
1
月
3
日
ま
で
は
休
業
日
で
す
。

掲
載
内
容
に
関
す
る
お
詫
び
と
訂
正

ゴ
ミ
回
収
に
つ
い
て
、
28
日
（
土
）
の
掲
載
内
容
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。


